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このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」URL

PC版　http://eventboard.shiminjuku.jp/
携帯電話版　http://eventboard.shiminjuku.jp/m/

みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●わかふるステージ～わかちか
ポップスコンサート～
　和歌山で活躍するアーティス
トによる、気軽にお楽しみいた
だけるポップスコンサート。
日時　3月 4日（土）
　　　13:30 ～ 15:00
場所　わかちか広場（JR 和歌山
駅前地下広場）
出演　宝子さん、木谷悦也さん、
宮本静さん、山﨑瀟さん（書の
展示）
参加費　無料
問い合わせ　一般財団法人和歌
山県文化振興財団（073-436-13
31）

●ぷるフェス
　「ぷる博」開催記念オープニ
ングフェスティバル！
日時　3月 5日（日）
　　　10:00 ～ 16:00
場所　紀の川市役所
内容　ふるうつ茶会、ステージ、
フルーツのオブジェやフード等
の提供、商品販売。ぷる博の紹
介コーナーなど
参加費　無料（一部参加費必要
なイベントあり）
主催・問い合わせ　一般社団法
人紀の川フルーツ・ツーリズム
（http://fruits.oyoyaku.com/）

●古代紀の国の雄・紀氏ゆかり
の古墳群を歩く
　南海道推定ルート沿いには複
数の古墳群が見られます。豪族
に思いを馳せながら歩きます。
日程　3月 11 日（土）
集合・解散　9:30 車駕之古址古
墳公園（和歌山市木ノ本）集合
→15:00 鳴滝団地解散。歩行距
離約 9km、歩行時間 3時間
参加費　500 円（傷害保険料・
資料代等／事前申し込み）
締切　3月 8日（水）
問い合わせ・申込み　紀の川流
域文化遺産活用地域活性化協議
会（NPO法人市民の力わかやま
内、FAX 073-428-2688）　
備考　小雨決行、弁当等は持参

●アサーティブで、なごやか！
ご近所コミュニケーション
　コミュケーション術「アサー
ティブ」を学びましょう。
日程　3月 12 日（日）
　　　10:00 ～ 12:00
場所　和歌山県人権啓発セン
ター研修室（ビッグ愛 2階）
講師　谷水美香さん
参加費　300 円（資料代）
定員　20 名（事前申し込み）
申し込み　和歌山イコール会議
地域づくり部会（メール n27o5
b8u@yahoo.co.jp・井口さん）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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が
休
眠
預
金
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

税
務
上
の
要
請
な
ど
も
あ

り
、
休
眠
預
金
は
金
融
機

関
の
利
益
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
と
も
と
は

国
民
の
お
金
。
民
間
の
公

益
活
動
に
使
え
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
議
論
が
沸

き
起
こ
っ
た
の
が
休
眠
預

金
の
活
用
で
す
。

資
金
活
用
ま
で
の
流
れ

　

ま
ず
大
原
則
と
し
て
、

国
民
の
預
金
が
極
力
、
休

眠
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う

な
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

預
金
が
動
か
な
く
な
っ
て

９
年
が
経
っ
た
段
階
で
、

預
金
残
高
１
万
円
以
上
の

口
座
名
義
人
に
対
し
て
通

知
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

で
も
１
年
間
な
に
も
動
き

が
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ

の
預
金
は
預
金
保
険
機
構

に
移
管
さ
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も休眠

預
金
と
は

　

み
な
さ
ん
が
金
融
機
関

に
開
設
し
て
い
る
銀
行
口

座
で
は
日
頃
、
入
金
・
出

金
、
振
り
込
み
な
ど
な
ん

ら
か
の
形
で
お
金
が
動
い

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
最
後
に
お
金

が
動
い
て
10
年
以
上
に
わ

た
っ
て
お
金
の
動
き
が
な

く
、
本
人
の
所
在
が
確
認

で
き
な
い
預
金
を
「
休
眠

預
金
」
と
い
い
ま
す
。

　

休
眠
預
金
と
な
っ
て
も

名
義
人
が
窓
口
に
申
し
出

れ
ば
払
い
戻
し
は
受
け
ら

れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
口

座
残
高
の
額
に
よ
っ
て
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
休
眠
預

金
と
な
る
」
旨
の
通
知
が

名
義
人
に
な
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
転

居
等
で
通
知
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
口
座
残
高
よ

り
も
窓
口
に
出
向
く
旅
費

の
ほ
う
が
高
く
つ
い
た

り
、
名
義
人
が
口
座
の
存

在
を
忘
れ
て
い
た
り
、
と

眠っている預金が地域のために ?!～休眠預金活用法成立～

　

預
金
保
険
機
構
は
、
民

間
公
益
活
動
に
充
当
す
る

資
金
を「
指
定
活
用
団
体
」

に
交
付
し
ま
す
。
指
定
活

用
団
体
は
全
国
で
１
団
体

が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

指
定
活
用
団
体
は
、
全
国

各
地
で
指
定
さ
れ
る
「
資

金
分
配
団
体
」を
通
じ
て
、

全
国
の
民
間
公
益
活
動
を

お
こ
な
う
現
場
の
団
体
に

助
成
・
融
資
等
の
形
で
資

金
を
拠
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
預
金
保
険
機
構

に
移
管
さ
れ
た
預
金
も
、

金
融
機
関
窓
口
を
通
じ
て

申
し
出
れ
ば
全
額
払
い
戻

し
請
求
が
で
き
ま
す
。
ま

た
休
眠
預
金
が
全
額
民
間

公
益
活
動
に
充
当
さ
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
の
活
用
先
は

法
律
で
規
定

　

休
眠
預
金
活
用
法
で

は
、
休
眠
預
金
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
資
金
の
使
途
を

　昨年 12 月に成立した「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律（通称：休眠預金活用法）」。長期間なんの動きも
なく「休眠」となってしまった預金を民間がおこなう公益活動に活用しようというもので、与野党の超党派の議員連盟によりつくられた法律です。そ
の意義と課題についてとりあげます。

金融機関

内閣府

資金分配団体

現場の団体

金融機関

内閣府 指定活用団体指定活用団体

資金分配団体

現場の団体

規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
行
政
施
策
で
は
十

分
に
支
援
が
行
き
届
か
な

か
っ
た
分
野
な
ど
と
し

て
、①
子
ど
も
・
若
者
の

支
援
に
係
る
活
動
、②
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を

営
む
上
で
の
困
難
を
有
す

る
者
の
支
援
に
係
る
活

動
、③
地
域
社
会
に
お
け

る
活
力
の
低
下
そ
の
他
の

社
会
的
に
困
難
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
地
域
の
支

援
に
係
る
活
動
、④ 

①
〜

③
に
準
ず
る
活
動
、
の
４

分
野
が
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
法
案
の
国

会
審
議
の
際
に
は
、
こ
の

４
分
野
は
で
き
る
だ
け
柔

軟
に
解
釈
し
て
運
用
し
た

い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
休
眠
預
金
の
利

活
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は

国
が
設
置
す
る
審
議
会
に

よ
っ
て
詰
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
休

眠
預
金
活
用
法
も
５
年
が

経
過
し
た
時
点
で
見
直
し

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
課
題
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
な
か
、
法

律
で
ガ
チ
ガ
チ
に
固
め
て

し
ま
わ
ず
、
運
用
上
の
工

夫
で
対
処
し
た
い
と
い
う

思
惑
が
う
か
が
え
ま
す
。

休
眠
預
金
活
用
へ
の課題

　

休
眠
預
金
は
も
と
も
と

の
原
資
が
国
民
の
預
金
。

行
政
の
補
助
金
や
各
種
財

団
の
助
成
金
な
ど
既
存
の

財
政
的
支
援
よ
り
も
一
段

高
い
透
明
性
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
指
定
活
用
団
体
は

も
ち
ろ
ん
、
資
金
分
配
団

体
、
現
場
の
団
体
も
第
三

者
委
員
会
を
設
置
す
る
な

ど
に
よ
る
事
業
の
透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
の

透
明
性
の
確
保
が
重
要
な

の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
団
体
側

の
過
度
な
負
担
に
な
っ

て
、
本
来
お
こ
な
う
べ
き

活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て

は
本
末
転
倒
で
す
。
団
体

の
基
盤
強
化
と
、
事
業
の

透
明
性
確
保
の
双
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
律
に
は
資
金

を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
る

成
果
の
評
価
を
実
施
す
る

こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
公
益
的
な
活
動
は
、

成
果
を
数
字
だ
け
で
表
し

に
く
い
側
面
も
あ
り
ま

す
。
現
在
、
国
・
民
間
そ

れ
ぞ
れ
が
公
益
的
活
動
の

評
価
や
、
社
会
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
測

る
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の

研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
数
字
だ
け
で
は
表
せ

な
い
成
果
を
ど
の
よ
う
に

表
現
し
て
い
く
の
か
を
模

索
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
り
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
預
金
口
座
開

設
時
の
本
人
確
認
の
厳
格

化
、
徐
々
に
始
ま
っ
て
い

る
口
座
と
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
の
紐
付
け
や
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
普

及
で
、
今
後
、
休
眠
預
金

は
減
少
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
休
眠
預
金
あ

り
き
で
の
事
業
設
計
も
望

ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
広

く
社
会
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
事
業
運
営
が
求
め
ら

れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
ね
。（志

場
久
起
）

とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

【目標 2　飢餓を終わら
せ、食料安全保障及び
栄養改善を実現し、持
続可能な農業を促進す
る】
　2030 年までの目標と
して、①飢餓を撲滅し、
貧困層・幼児などが 1

年中安全かつ栄養のある食料を十分に得られる取
り組みの推進、②あらゆる形態の栄養不良を解消
し、若年女子・妊婦・授乳婦・高齢者の栄養ニー
ズへ対処、③小規模食料生産者の農業所得の倍増、
④生態系を維持しながら持続可能な食料生産シス
テムを構築する、2020 年までの目標として⑤種子・
植物、動物等の遺伝的多様性を維持すること、の
5点が具体的な指標が定められています。
　そのための取り組みとして、⑥農村インフラ、農
業研究・普及サービス、技術開発及び植物・家畜
のジーン・バンク（生物遺伝資源を収集・保存・

S D
G を知ろう　④

国連・持続可能な開発目標
s

配布する業務）への投資拡大を図る、⑦世界の農産
物市場における貿易制限や歪みを是正・防止する。
⑧食料価格の極端な変動に歯止めをかけるため備
蓄などの市場情報へ適時アクセスを容易にする、
の 3 点があり、目標 2 については合計 8 項目が定
められています。

◆　　　　◆　　　　◆
　SDGs の説明文書では、土壌・水質資源・生物多
様性の劣化が急速に進んでいること、気候変動に
よる干ばつや洪水などの災害リスクの拡大、農業
で生計を立てることができない人口の増加などが
農林水産業の課題と指摘しています。
　一方で、世界中で現在飢餓の状態にある約 8 億
人、そして今後も人口増加が続く地域では新たに
20 億人に食料を供給する必要があることから、世
界の食料・農業システムを根本的に変革すること
が必要である、としています。

◆　　　　◆　　　　◆
　日本の農林水産業でも様々な改革が進められよ
うとしていますが、全国的にみると農林水産業従
事者の減少と高齢化が引き続き進んでおり、耕作
放棄地の増加なども生んでいます。農業について
はこのまま進むと 10 年後には相当数の農業従事者
が減少するという試算も公表されています。

　農業の生産性向上、低コスト型林業の推進、い
わゆる 6 次産業化、水産業では水産資源を適切に
保護する持続可能な漁業実施に向けての取り組み、
養殖技術の研究開発も進められています。また、
日本で開発した手法を発展途上国の農林水産業活
性化に活かすなどの取り組みが今後いっそう求め
られるのではないかと思われます。

◆　　　　◆　　　　◆
　日本では「食品ロス」の問題がクローズアップ
されています。家庭での食べ残しや、飲食店で提
供できなかった仕込み済みの食材、賞味期限を超
えてしまったものなどを合わせると年間 632 万ト
ンもの食品を無駄に廃棄しているいるという推計
があります（2014 年・WFP）。これは世界中の国々
が飢餓に苦しむ人々に向けて実施した食糧援助量
（年間 320 万トン）のおよそ 2倍！
　農林水産業の改革というと住民一人一人が関わ
ることはなかなか難しいですが、食品ロスを減ら
すという身近な生活習慣からであれば、今からで
もできることがあるのではないでしょうか。「もっ
たいない」の積み重ねが、世界の飢餓の解決に少
しでもつながるのであれば、ぜひ実践したいです
ね。

休眠預金払戻し窓口

休眠預金活用の流れ（内閣府資料を参考に作成）

指定活用団体の指定
休眠預金活用基本方針等策定
事業計画認可 など

資金分配団体の調整・監督と資金分配
総合的な事業計画の策定
事業報告等のとりまとめ　など

公募により選定。NPO法人・財団法人・NPOバンクなど想定。
現場の団体の選定、資金の分配、現場の団体の監督
資格を有する団体であれば融資も実施

資金分配団体が公募して選定。
民間公益活動をおこなう団体であれば原則として法人格の有無
や種類は問わない方針。

休眠預金管理
指定活用団体への資金交付

休眠預金移管

事務の委託
交付

監督・認可

事業報告
助成
貸付
監督

事業報告

全国に 1団体

各地域に設置

助成
貸付
監督

事業報告


